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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　When ａｂｉｇearthquake occured, the seismic intensity data have to be collected promptly.

　Acquisition system of seismic intensity data through satellitewas installed on March. 29.

1996.

　The seismic intensity data sent from the meteorological offices are received at CDAS via

GMS if the land-line telecommunication is interrupted or an earthquake over an intensity

of ５ occur. The seismic intensity data is coded in the C-ADESS format at CDAS and

transmitted to C-ADESS.

　This document briefy describes the technical characteristies of CDAS's unit and the data

format.

概　要

　1995年１月17日兵庫県南部地震によって、死者行方

不明者6､000人を越える甚大な災害が発生した。この地

震において、神戸市三宮付近と淡雌鳥北部の一部地域

では震度７を記録した。

　気象庁の発表する震度情報は、国・自治体等の緊急

初動対応の基準となっている。したがって、大きな被

害の予想される地震が発生した場合でも、震度データ

を確実に収集し、これに基づく震度情報を一刻も早く

。－ザに提供できるようにしたシステムの一つがこの

衛星震度データ変換装置である。

　気象衛星通信所（以下「ＣＤＡＳ」という。）に設置さ

れた衛星震度データ変換装置は、全国の計測震度計か

ら送信された震度データを、地上回線（以下「ＮＴＴ回

線」という。）が不通になった場合及び震度５以上を計

測した場合に、確実に、かつ、迅速に静止気象衛星（ひ

＊　気象衛星通信所

(1996年９月９日受領、1996年10月７日受理)

まわり）経由で収集し、システム運用室（以下「Ｃ

ADESS」という。）へ伝送するものである。

１．通信回線の概要

　本システムの気象庁における地震情報伝送上の位置

付けをFig. 1に示す。また、本装置の構成図をFig.

2に示す。

1｡1　日本全国に設置された計測震度計とＣＤＡＳ間

　日本全国600ケ所余りに設置された計測震度計のう

ち、284ケ所の計測震度計より、402MHz帯で静止気象

衛星にアップリンクされた信号は、静止気象衛星で1.６

ＧＨｚ帯のダウンリンク周波数に変換された後、CDAS

の18mφカセグレンアンテナにより受信される。この

震度データは、衛星震度データ変換装置の復調装置な

どを経由し、処理制御部において編集した後Ｃ-

ADESS向けに伝送する。
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１。２　ＣＤＡＳとＣ-ADESS間

　ＣＤＡＳとＣ-ＡＤＥＳＳ間の回線は、ＮＴＴ回線又は７

ＧＨｚ帯のマイクロ回線を使用している。また、この回

線は、衛星震度データの送信（ＣＤＡＳ→Ｃ-ＡＤＥＳＳ）

及び緊急情報衛星同報のデータ送信（Ｃ-ＡＤＥＳＳ→

ＣＤＡＳ）に使用している。それぞれのデータは、CDAS

内にあるバケット交換機（以下「ＰＡＤ」という。）にお

いて論理チャンネルにより振り分けられる。

　　（緊急情報衛星回報システムについての詳細は、気

象衛星センター技術報告第30号「1995年３月」を参照

されたい。）

１。３　計測震度計の概要

　計測震度計の基本構成は、地震を感知する計測部及

び計測部からのデータを必要な情報に計算、処理を行

う処理部で構成される。

　計測部では、震度計算の基となる加速度データを内

蔵のＡ／Ｄ変換器によりデジタル化したのち、処理部

へ伝送する。

　処理部では、送られてきたデータから震度、最大加

速度、卓越周期等を算出し内蔵ＲＡＭに保存するとと

もに、ＮＴＴ回線等を通し電文を送信する。また、緊急

時にＮＴＴ回線が使用出来ない場合及び震度５以上

の地震が発生した場合に処理部からの電文は、RS-232

cインターフェースを経由してＤＣＰ送信装置に人力

され、静止気象衛星に向けて送信される。

２。衛星震度データ変換装置の構成

　本装置は、次の各部により構成される。

　No.　名　　称

Ｉ
　
　
り
乙

９
Ｊ
　
　
４

L
Ｏ

Ｏ
Ｄ

７

ＩＦ震度信号切替部

周波数制御部

復調部

基準信号送信部

処理制御部インターフェース盤

基準周波数発生部

処理制御部

Ｑ
o
　
　
C
T
＞

回締切哲郎

衛星震度回線監視郎

３。装置各部の仕様

３．１　１Ｆ震度信号切替部

３±１　概要

　ＩＦ震度信号切替部は、既設監視制御装置からの制

御により既設カセグレンアンテナ１系または、２系か

らの82MHz帯入力信号の入力切り替えを行う。

３±２　機能及び性能

　ＩＦ震度信号切替郎の機能，性能を以下に示す．

（1）機能

ア．既設監視制御装置からの制御によるカセグレンア

　ンテナの切替

イ．本切替部前面からのローカル切替

ウ．ＩＦ震度信号切哲郎状態の出力（ＰＯＷＥＲ ON/

　OFF, ALARM, OPR/MAINT, ANT-1/ANT-

　２）

（２）性能

ア．入出力周波数　　　　　82MHz

イ．入出力インピーダンス　75n不平衡（ｖｓｗＲ　１ ．５

　以下）

ウ．切替時間　　　　　　　50msec以下

エ．アイソレーション　　　40dB以下

オ．挿入損失　　　　　　　0.5dB以下

カ．人力端子数　　　　　　２（ＡＮＴ-１，ＡＮＴ-２）

キ．出力端子数　　　　　　８（周波数制御部：１，

　衛星震度回線監視郎：1, SPARE ：６）

３。２　周波数制御部

3.2.1　概要

　周波数制御部は、ＩＦ震度信号切替部からの82MHz

帯入力信号をＲＦ信号発生器により、10.7ＭＨｚ帯Ｉ

Ｆ信号を生成し、次の復調部へ出力する。

　また、取得した10.7ＭＨｚ帯ＩＦ信号のずれ周波数

を表示監視し、処理制御部からの制御によりＲＦ信号

発生器の72.2ＭＨｚ帯発信周波数を補正する。
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3.2.2　機能及び性能

　周波数制御部の機能，性能を以下に示す．

（1）機能

ア. 82MHz帯入力信号をＲＦ信号発生器により，10.7

　ＭＨｚ帯ＩＦ信号に周波数変換

イ．処理制御部からの制御によりＲＦ信号発生器の

　72.2ＭＨｚ帯発信周波数を制御し，入力周波数の変

　動を補正

ウ．入力レペル変動補正

エ．周波数制御部状態の出力（ＰＯＷＥＲ　ON/OFF,

　ALARM, OPR/MAINT, REMOTE/LOCAL,

　LOCK ＯＮ／ＯＦＦ）

（２）性能

ア．入力周波数　　　　　82MHz帯

イ．入力レペル　　　　　ー40～－55dBm（－45dBm

　基準・・・１波当たり）

ウ．入力インピーダンス　75n不平衡（ｖｓｗＲ　１ ．５以

　刊

エ．入力Ｃ／Ｎ。　４０ｄＢＨｚ（標準・・・１波当たり）

オ．入力周波数補正範囲　±10ＫＨｚ以上

カ．出力周波数　　　　　10.7ＭＨｚ帯

キ．出力レペル　　　　　ー30～－45dBm（－35dBm

　基準・・・１波当たり）

３。３　復調部

3.3.1　概要

　復調部は、復調部と復調器より構成されており、周

　波数制御部からのＩＦ信号または、既設ＤＣＰ周波

　数制御部からのＩＦ信号を10分配し復調器に2Vp-p

　　（ＭＡＸ）の信号を供給する。

　復調器は、供給された信号を各指定されたチャンネ

　ルの信号に復調し、ビット同期、フレーム同期を取

　りＮＲＺの信号を生成し、処理制御部インターフェ

　ース盤に供給する。

３。３．２　機能及び性能

　復調部の機能、性能を以下に示す。

-

（1）機能

ア．ＩＦ信号を各チャンネル毎のＮＲＺの信号に生成

イ．復調部状態の出力（ＰＯＷＥＲ ON/OFF. ALARM,

　ＭＡＩＮ／ＥＸＴ，０ＰＲ／ＭＡＩＮＴ）

（２）性能

Ａ．復調部

　ア．入力周波数　　　　　10.7ＭＨｚ±400KHz

　イ．入力レベル　　　　　MAIN : －45dBm～－25

　dBm（－35dBm基準）

　　　　　　　　　　　　　　EXT : －60dBm～－40

　dBm（－50dBm基準）

　ウ．入カインピーダンス　75Ω不平衡（ＶＳＷＲ　１ ．５

　以下）

　エ．入力端子数

　１）

　オ．入力信号形式

　リットフェーズ

　カ．ビットレート

　キ．受信ch数

　ク.ch間隔

　ケ．キャリア補足帯域

　コ．出力ch数

Ｂ．復調器

　ア．人力周波数

　イ．入力信号形式

　ウ．入力信号レペル

２（ＭＡＩＮ： １ ， EXT ：

ＰＣＭ‐±60°PSK　スプ

lOOBPS

　lOch

3KHz

指定周波数±750Hz

　lOch

10.7ＭＨｚ帯

ＰＣＭ－±60°PSK

2ｖｐ-p（ｍａｘ）

エ。受信チャンネル数　　lOch

オ．設定可能チャンネル数　133ch

カ．キャリア補足帯城　　指定周波数±750Hz

キ．出力信号レペル

ク．出力信号コード

ケ．ビットレート

ITU-T　V. 28に準ずる

NRZ-L

lOOBPS

３。４　基準信号送信部

3.4.1　概要

　基準信号送哲郎は、基準信号送信機、ＲＦ信号発生器

及びパワーメータ並びに空中線より構成されており、

衛星ドリフト周波数を測定するため、基準となる正確
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な無変調信号402MHz帯を生成し、ＵＨＦ送信アンテ

ナによってこの信号を静止気象衛星へ連続に送信する。

3.4.2　機能及び性能

　基準信号送哲郎の機能，性能を以下に示す．

巾　機能

Ａ．基準信号送信機

　ア.ＲＦ信号発生器からの信号を空中線郎に出力

　イ．送信する基準信号のモニター信号をパワーメー

　　タに出力

　ウ．処理制御部からの制御による送信のON/OFF

　エ．本送信郎前面からの手動送信のON/OFF

　オ.基準信号送信機状態の出力（ＰＯＷＥＲON/OFF,

　　ALARM, REMOTE/LOCAL, OPR/MAINT,

　　OUTPUT　ＯＮ／ＯＦＦ，ＴＲＡＮＳＭＩＴ・POWER

　　ＤＯＷＮ）

B. RF信号発生器

　ア．基準周波数発生郎から精度の高い基準周波数を

　　取得し，これを基準として402MHz帯のＲＦ信号

　　を生成

　イ．制御等の必要データは，処理制御部から入力

Ｃ．パワーメータ

　ア．基準信号送信電力表示

　イ．処理制御部へ表示データの出力

Ｄ．空中線

　ア．基準送信信号を電波として発射

　イ．手動による空中線指向方向の調整及び変更

（2）性能

ア．送信周波数　　　402.2006MHz

イ．送信出力　　　　10W（出力範囲は，＋20％～－50

　％）

ウ．送信出力スプリアス　2.5μＷ（－66dBc）以下

エ．周波数安定度　　±2×10-9

オ．送信機出力　　　10Ｗ

3｡5　処理制御部インターフェース盤

3.5.1　概要

　処理制御部インターフェース盤は、復調部からの震

度データ及び各部からのステータス信号の収集を行う。

また、収集されたデータは、処理制御部からの制御に

従い処理制御部に転送する。

3.5.2　機能及び性能

　処理制御部インクーフェース盤の機能、性能を以下

に示す．

巾　機能

ア．復調部からの震度データの収集

イ．各部からのステータス信号の収集

ウ．処理制御部からの制御信号及びステータス信号を

　各部へ出力

エ．震度データ及びステータス信号の処理制御部への

　出力

オ．処理制御部インターフェース盤状態の出力

　　(ＰＯＷＥＲ ＯＮ／ＯＦＦ、ＡＬＡＲＭ、０ＰＲ／ＭＡＩＮＴ)

(２)性能

Ａ．震度データ入力系

　ア．対復調部１および２

　　①　入力チャンネル数　:20ch

　　②　入力レベル　　　　：ＴＴＬ差前レベル

　　　　(RS－422)

　　③　信号論理　　　　　：正論理

　　④　入力信号種類　　　：データ、クロック、イ

　　　ネーブル(各20ch)

　　⑤　1スロット周期　　:15秒

　　⑥　クロック周波数　　:lOOHz

Ｂ.ステータス信号入力系

　ア．この系には次の各部があり、それぞれの部の出

　　力に対し入力チャンネル(1 ch～13ch)、人力形式

　　　(無電圧メータ接点形式)、信号論理(メーク時：

　　“１”)、入力信号種類(動作状態)を備えている．

　　①　対ＩＦ震度信号切替部

　　②　対周波数制御部

　　③　対復調部１および２

　　④　対他系インターフェース盤

　　⑤　対基準信号送信部

　　⑥　対基準周波数発生部
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　　⑦　対回締切替部

　　⑧　対ディアルスイッチ

Ｃ．ステータス信号出力系

　ア。この系には次の各部があり、それぞれの装置ま

　　たは部の入力に対し出力チャンネル(lch～5

　　ch）、出力形式（無電圧メータ接点形式）、信号論

　　理（メーク時：“ド）、出力信号種類（動作状態）

　　を備えている。

　　①　対既設監視制御装置

　　②　対基準信号送信部

　　③　対他系インクーフェース盤

Ｄ．処理制御部（ワークステーション）インターフェ

　ース

　ア。インターフェース形式：光インターフェース

　　２締式

イ．データバス形式

　　(ＶＭＥ　Ａ３２／D16)

(SBｕｓ)

　　準時刻信号の生成及び供給

　イ．入力信号異常及び西暦年月日時分秒の表示

　ウ．表示データの処理制御部への出力

（2）性能

Ａ．基準人力周波数信号

　ア．人力周波数　　１ MHz

　イ．入カレペル　　O dBm±２ dB （７５ｎ）

Ｂ．分配出力周波数信号

　ア．出力周波数　　　lOMHz

　イ．出力レペル　　　6dBm（50n）

Ｃ.基準入力時刻　　　延べ日時分秒（ＩＲＩＧ-Ｂ時刻コ

　ード）

Ｄ．分配時刻　　　　　年月日時分秒（RS-232C）

　　　　　　　　　　　　3.7　処理制御部

：インターフェース盤　　3.7.1　概要

　　　　　　　　　　　　　処理制御部は、ワークステーション２台の冗長系で

ワークステーション　　構成され、処理制御部インクーフェース盤より取り込

　　　　　　　　　　　　　んだ衛星震度データを編集し、回締切替部を経由して

　　　　　　　　　　　　　Ｃ-ＡＤＥＳＳに伝送する。

　　　　　　　　　　　　　　また、取得した震度データの表示および印刷を行う

　　　　　　　　　　　　　ことができる。

３。６　基準周波数発生部

3.6.1　概要

　基準周波数発生部は、基準周波数分配器とクイムコ

ードジェネレータより構成されており、既設の周波数

標準装置から精度の高い周波数信号と基準時刻を取得

し、衛星震度データ変換装置が必要な基準周波数及び

基準時刻を分配供給する。

3.6.2　機能及び性能

　基準周波数発生部の機能，性能を以下に示す．

（1）機能

Ａ．基準周波数分配器

　ア．衛星震度データ変換装置の構成各部が必要な10

　　MHｚの基準周波数の供給

　イ．基準周波数分配器状態の出力（ＰＯＷＥＲ ON/

　　ＯＦＦ，ＡＬＡＲＭ，０ＰＲ／ＭＡＩＮＴ）

Ｂ．タイムコードジェネレータ

　ア．衛星震度データ変換装置の構成各部が必要な標

一

　更に、衛星震度データ変換装置の構成各部の状態監

視機能を有している。

３。７．２　機能及び性能

処理制御部の機能、性能を以下に示す。

巾　機能

ア。周波数制御部の周波数制御

　　静止気象衛星よりの基準信号を受け周波数カウン

　タの値から静止気象衛星よりの周波数ずれを計算し、

　周波数が50Hｚ以上ずれた場合このずれを補正する

　よう、周波数制御部のＲＦ信号発生器の周波数を設

　定する。

イ。衛星震度データ変換処理

　　毎スロットごとの復調器よりのデータを監視し、

　震度データの入電があった場合にデータを取得し、

　これを編集する。この編集の際には、データのパリ
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ティをチェックし２系統ある復調器のデータの内、

誤りの少ない方のデータを採用する。

バッファはサイクリックに使用し最大1000件の表

示が可能である。

編集されたデータは、X.25のプロトコルを用い回　　　⑥　総合監視表示

　線切背部のパッケト交換機を経由してC-ADESS

　へ伝送する。

ウ。構成制御

　　構成制御は、処理制御部の主系・副系の切り替え

　を行うもので、絶えず他系の監視を行う。監視は、

　主系と副系との間で情報のやり取りを行うことによ

　り行っている。

エ。時刻校正

　　基準信号発生部よりの時刻信号をRS-232C経由

　で受け、処理制御部の内部時刻を校正する。また、

　校正は１時間毎に行われる。

オ。運用データ表示

　　運用データの表示には、次のものがあり、それぞ

　れの各データ処理のプロセスの中に組み込まれてい

　る。

　①　震度データ地図表示

　　　システム情報に登録されている各観測局の緯度

　　経度情報をもとに地図上に局の位置を表示する。

　　また、電文の内容から受信電文の種類（計測デー

　　タの場合階級震度により）を色替えし、地図上に

　　表示する。

　②　震度データ表示

　　　受信した震度データを編集し受信するたびに表

　　示する。表示バッファはサイクリックに使用し最

　　大1000件の表示が可能である。

　③　周波数表示

　　　周波数カウンタの値を15秒毎にＧＰ-IB経由に

　　て読み込み24時間分の表示エリアを有する。

　④　機器状態監視表示

　　　機器状態を監視し、状態変化及び機器構成状態

　　を色替えにより表示する。表示色は、システム情

　　報の定義による。

　⑤　運用履歴表示

　　　機器状態監視等の処理プロセスからのイペント

　　情報をイペントがあるたびに表示更新する。表示

　　　震度データの取得、震度データ送信プログラム

　　の動作を受け、画面に動作状況を表示する。また、

　　機器状態監視よりの監視制御部への出力状態を表

　　示する。

カ。履歴表示

　　履歴表示には、次のものがありオペレータの指定

　したデータをディスクより読み出し表示する。

　①　震度データ地図表示

　②　震度データ表示

　③　周波数表示

　④　運用履歴表示

キ。プリンタ出力

　　印字には、次のものがありオペレータの指定した

　データをディスクより読み出し印字する。

　①　震度データ印字

　②　周波数データ印字

　③　運用履歴印字

（2）性能

ア. CPU　　　　　　　３２ビット

イ．処理能力　　　　78.6（ＳＰＥＣｉｎt92）（参考値）

ウ．メモリ　　　　　32MB

エ．ハードディスク　2GB

オ．外部記憶装置　　光磁気ディスク装置(1.3GB)

力．オペレーションシステム　Solaris2.4 (UNIX Ｖ

　Release 4（SVR4））

キ．ディスプレイ　　20インチグラフィックカラーデ

　ィスプレイ

ク．ブリンク　　　　日本語レーザープリンタ

ケ．その他周辺機器　キーボード、マウス

コ．時刻精度　　　　±１秒以内

サ．対Ｃ-ＡＤＥＳＳインターフェース

　①　伝送手順　　X. 25レベル３（バケット）

　②　伝送速度　　9600BPS

シ．処理制御部間インターフェース　ETHERNET

　（１０ＢＡＳＥ-Ｔ）ＬＡＮ
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ス．計測器インターフェース　　GP-IB

3｡8　回線切替部

3.8.1　概要

　回締切替部は、バケット交換機及びモデム並びに回

線切り替えスイッチから構成されており、C-ADESS

に送信するための回線（ＮＴＴ回線または、専用マイク

ロ回線）の切り替えを行う。

3.8.2　機能及び性能

　回線切替部の機能，性能を以下に示す．

巾　機能

ア．回線の切替

イ．回締切替部状態の出力（ＰＯＷＥＲ　ON/OFF,

ＡＬＡＲＭ，ＬＡＮＤ／ＭＩＣＲＯ）

（２）性能

Ａ．バケット交換機

　ア．収容プロトコル　　X.25＋3ＰＡＤ（ＮＪＺ-ＰＡＤ

（金銀協，ＪＣＡ，ＮＥＣレベル2A/2B，ＢＳＣコンテンシ

ョン），SM-ＰＡＤ（ＳＤＬＣ），SX-ＰＡＤ（ＳＤＬＣ/

ＱＬＬＯ）

　イ．収容回線数

端末回線数：最大14回線

Ｂ．モデム

　ア．通信方式

クトルアナライザにより構成され、ワークステーショ

ンよりベクトルアナライザを制御し、受信レベル、受

信周波数及び波形スペクトラム等を計測する。

3.9.2　機能及び性能

　衛星震度回線監悦郎の機能ヽ、性能を以下に示す。

（1）機能

ア。計測データの表示

　　オペレータの測定モードの選択に基づき、それぞ

　れのシーケンスにてベクトルアナライザを制御し、

　震度信号の計測を行う。

イ。計測データ履歴表示

　　オペレーターの指定した計測データをディスクよ

　り読み出し表示する。

ウ。プリンタ出力

　　計測データ履歴表示にて表示したデータをスナッ

　プショットを使って印字する。

エ。時刻校正

　　処理制御部よりの時刻校正を受け、ワークステー

　ションの内部時刻を校正する。また、校正は１時間

　毎に行われる。

（2）性能

中継回線数：最大２回線、　　ア. CPU

　　　　　　　　　　　　　　イ．処理能力

　　　　　　　　　　　　　　ウ．メモリ

32ビット

78.6(SPECint92) (参考値）

32MB

２線式／４線式（全二豊／

　　半二重（疑似キャリア通信方式）通信方式）

　イ．通信速度及び変調方式　14400bit/s,9600bit/s,

　　4800bit/ｓ（ＩＴＵ-ＴＶ. 32bis準拠）直交振幅変調

　　　（ＱＡＭ）

Ｃ．切替器

　ア．回線数　　　　　　２回線

　イ．回線速度　　　　　最大64KBPS

　ウ．回線インターフェース　V.24/V.28, X.21/

　　V.ll, JT-1430-ａ

３。９　衛星震度回線監視部

3.9.1　概要

　衛星震度回線監悦郎は、ワークステーション及びべ

一

エ．ハードディスク　1.05GB

オ．外部記憶装置　　光磁気ディスク装置(1.3GB)

力．オペーレーションシステム　Solaris2.4 (UNIX

　Ｖ Release 4（SVR4））

キ．ディスプレイ　　20インチグラフィックカラーデ

　ィスプレイ

ク．プリンタ　　　　日本語レーザプリンタ

ケ．その他周辺機器　キーボード、マウス

コ．時刻精度　　　　±１秒以内

サ．処理制御部間インターフェース　ETHERNET

　（１０ＢＡＳＥ-Ｔ）ＬＡＮ

ス．計測器インターフェース　　　　GP-IB

セ．計測器（ペクトルアナライザ）　ＨＰ89440Ａ
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４．ＤＣＰ対応計測震度計のチャンネル概念及び伝送

手順

４．１　概要

　計測震度計は、ＤＣＰに割り当てられた周波数帯(402

MHｚ帯、３ ＫＨｚセパレーションで合計133チャンネ

ル)で運用される。そのため、計測震度計がＤＣＰと共

存するには、現在使用されていない合計10チャンネル

4｡2　チャンネル概念

　Fig. 3より、横幅を現在使用されていない物理チャ

ンネルを１から10に割り当てる。次に縦幅をスロット

とし、これを12スロット（スロット１から11までを運

用スロット、スロット12を試験スロット）割り当てる。

を計測震度計で使用する。また、この限られた物理的　　4.2.1　運用に使われる論理チャンネル

な10チャンネルで、より多くの計測震度計を日本全国

に設置し、運用するには更に論理的に細分化する必要

かおる。現在考えられている論理的なチャンネル数は

330で、これにより最大330局の計測震度計が運用でき

る。その考え方は、地域で割り当て（以下「ブロック」

という。）ｶゝつ、時間帯で割り当てて（以下「スロット」

という。）実現ができる。その概念をFig. 3に示す。

地震発生時

１

２
　
３
　
４
　
５
　
６
　
７
　
８
　
９
　
０
　
１
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
１
　
１

１

２ ３

１ブロック= 110
　４　　５　　６

地点

　７ ８ ９

　物理チャンネル数10×運用スロット数11＝論理チャ

ンネル数110……………………………………………①

　1つの論理チャンネルに付き３ブロック、つまり３

局が割り当てられる。 Fig. 3では、直交軸にブロック

を示す。

　①式において、11スロットに要する時間は、

１スロット所要時間15秒×運用スロット数11 = 165秒

10 (ch)

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

51 62 63 64 65 66 67 68 69 70

71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

81 82 83 84 85 86 87 88 89 90

91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

101 102 103 104 105 106 107 108 109 110

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

(スロット)

試験時

１２ １　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　９　　１０

(スロット) －
■
■
－
－

(試験時は２９回の繰り返い

1２　　　281　282　283　284　285　286　287　288　289　290

(スロット)

観測地点

1

ここまで

≫・

Fig. 3　Concept of channel assign
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ド
｀
し

　
　
　
　
　
分

　
　
　
　
　
３

－
－
‐

試験用のスロット

（１ブロックのみ）

｜繰り返し（複数回）
－
‐
－
‐
・

試験用のスロット

（１ブロックのみ）
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………………②

４。２．２　試験に使われる論理チャンネル

　物理チャンネル数10×試験スロット数１＝論理チャ

ンネル数10………………………………………………③

　1つの論理チャンネルに付き、１局が割り当てられ

るので、284局をカバーするには、29スロット分を必要

とする。 Fig. 3では、直交輔にブロックを示す。

　③式において、１スロットに要する時間は、

　１スロット所要時間15秒×試験スロット数1 =15秒

……④

　ゆえに、284局、29スロット分をすべて試験するのに

要する時間は、(②式十④式)×29スロット分＝5220秒

　(87分)

４。３　衛星震度データの編集及び伝送

　計測震度計から受信したデータは、同期、SP、ＬＦ、

ＣＲ、ＢＣＣ及びＨＫコードが削除され、１スロットを

１通の電文に編集し、電文制御ヘッダを付加してＣ-

ADESSへ伝送される。

　衛星震度データの種類には、地震電文、テスト電文、

訓練電文かおる。

４。３．１　入力フォーマット

　計測震度計で生成される衛星震度データのフォーマ

ット（衛星震度データ変換装置に入力されるデータ）

を、以下に列挙する。

　巾　地震電文(Fig. 4)

　（2）テスト電文(Fig. 5)

　（3）訓練電文(Fig. 6)

4｡3.2　出力フォーマット

地震電文（１通：１局(lch)分）

　本フォーマットは２地震分の電文フォーマットであり、１地震の場合は第１種電文は省略される。

無変調キャリヤ

　　　５秒

電報識別コード

　　　KSK

　　　(3)

第１地震電文

階級震度

　X X

ビット同期　2.5秒

　1010………反復

Ｓ
Ｐ

巾

計測震度

　X X

　　(2)

第２地震電文

階級震度

　X X

　(２)

SP

CR

－－

HK

ｅ
Ｉ
　
一
擲

(2)

計測震度

　X X

　(２)

　250bit

地域番号

　X X

　(２)

観測日時

　ddhh

　(4)

観測日時

　ddhh

　　(4)

　同期ワード

100010011010111

　　　15bit

地点番号

XXX
一一
　(３)

Ｃ
Ｒ

巾

Ｌ
Ｆ

巾

観測分秒

　mmsss

　　(5)

最大加速度

X X X X X

　　(５)

観測分秒

　mmsss

　　(5)

最大加速度

X X X X X

　　(５)

けバイト、20h）

（1バイト、ODh）

（1バイト、3Dh）

ＤＰＣ監視情報（１バイト）

ＬＦ：

ET :

ＢＣ：

　　アドレス

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ……

31bit

(byte)

Ｃ
Ｒ

Ｌ
Ｆ

(1) （1）（bｙtｅ）

Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｃ

(1) (2)

一一

一
山

Ｃ
Ｒ

(1)

Ｌ
Ｆ

(1)

Ｅ

Ｔ

一
　巾

(byte)

（１バイト、OAh）

（1バイト、04h）

電報識別コードからＨＫまでのＸＯＲ（２バイト）

Fig.4 Input data format of earthquake telegram
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テスト電文（１通：１局（1ch）分）

無変調キャリヤ

　　　５秒

電報識別コード

　　　TST

　　　(3)

巾

Ｐ
　
Ｒ

Ｓ
　
Ｃ

－－

ＨＫ：

(4)

ビット同期　2.5秒

　1010………反復

Ｓ
Ｐ

巾

　250bit

地域番号

　X X

　(２)

巾
(5)

　同期ワード

100010011010111

　　　15bit

地点番号

　XXX

　　(３)

巾

（１バイト、20h）

けバイト、ODh）

けバイト、3Dh）

ＤＰＣ監視情報（１バイト）

訓練電文口述：

無変調キャリヤ

　　　５秒

電報識別コード

　　KUN

　　(3)
--
階級震度

　X X

個
　
印

ＣＲ：

＝　：

ＨＫ：

Ｃ
Ｒ

田

ＢＣ：

Ｌ
Ｆ

(1)

(4)

　　アドレス

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ……

(bｙtｅ)

31bit

巾
(2) 田 田 (1) (1)

けバイト、OAh）

けバイト、04h）

電報識別コードからＨＫまでのＸＯＲ（２バイト）

Fig. 5　Input data format of test telegram

１局（1ch）分）

ビット同期　2.5秒

　1010………反復

Ｓ
Ｐ

　　巾
一一
計測震度

　X X

　(２)

　250bit

地域番号

　X X

　　(２)

観測日時

　ddhh

　　(4)

　同期ワード

100010011010111

地点番号

　XXX

　　(3)

観測分秒

　mmsss

　　(5)

けバイト、20h）

けバイト、ODh）

けバイト、3Dh）

ＤＰＣ監視情報（１バイト）

15bit

Ｃ
Ｒ

Ｌ
Ｆ

巾　　田

最大加速度

X X X X X

　　(５)

ＬＦ：

ＥＴ：

ＢＣ：

　　　アドレス

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ……

　　　31bit

(byte)

Ｈ
Ｋ

(1)

Ｂ
Ｃ

(2)

－－

一

(1)

Ｃ
Ｒ

巾

Ｌ
Ｆ

(1)

Ｅ
Ｔ

巾

(bｙtｅ)

(bｙtｅ)

（１バイト、OAh）

（1バイト、04h）

電報識別コードからＨＫまでのＸＯＲ（２バイＯ

Fig. 6　Input data format of training telegram
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(bｙtｅ)

(byte)

一 一 － － － －

Ｌ
Ｆ

(1)(1)

(byte)

Ｅ
Ｘ

ＩＬ
Ｆ
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　衛星震度データ変換装置で生成される衛星震度デー

タのフォーマット（Ｃ-ＡＤＥＳＳに渡すデータ）を、以下

に列挙する。

（1）地震電文(Fig. 7)

（2）テスト電文(Fig. 8)

（3）訓練電文(Fig. 9)

地震電文（１通：１スロット（10ch）分）

　本フォーマットは２地震分の電文フォーマットであり、

(20)

１チャンネル目

Ｓ
Ｐ

(1) (13)

Ｌ
Ｆ

１地震の場合は第１電文は省略される。

巾 (1) (1)
(bｙtｅ)

電報識別

　コード

　(3) (1)

最終チャンネル目

地域

番号
-
(2)

地点

番号
-
(3)

(1)

階級

震慶
一
(2)

階級

震度
-
(2)

一
畢

一
一

計測

震度
-
(2)

観測

日時
-
(4)

観測

分秒
一
(5)

最大

加速度

　(5)

１チャンネル目第１地震電文

計測

震度
-
(2)

観測

日時
-
(4)

観測

分秒
-
(5)

１チャンネル目第２地震電文

(10チャンネル分ない場合がある)

最大

加速度

　(5)

巾

Ｈ
Ｋ

巾

Ｌ
Ｆ

巾

電報識別

　コード

　(3)

Ｓ
Ｐ

(1)

地域

番号
-
(2)

地点

番号
一
(3)

Ｌ
Ｆ

(1)

階級

震度
-
(2)

階級

震度
-
(2)

計測

震度
一
(2)

観測

日時
-
(4)

観測

分秒
-
(5)

　最大

加速度

　(5)

最終チャンネル目第１地震電文

計測

震度
-
(2)

観測

日時
-
(4)

観測

分秒
一
(5)

最大

加速度
一
　(5)

最終チャンネル目第２地震電文

一 一
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Ｌ
Ｆ

(1)

Ｈ
Ｋ

一 一 一 一 － 一 一

一

一

（1）（1）

（bｙtｅ）
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（１バイト、20h）

（1バイト、3Dh）

匹
匹

けバイト、OAh）

（1バイト、02h）

　　ＨＫ：　ＤＰＣ監視情報（１バイト）　　ＥＸ：　（１バイト、03h）

条件：・１地震の場合は、第１地震電文が省略され、第２地震電文を前に詰める。

　　　・入電のないチャンネルについては、そのチャンネル分は省略され、次のチャンネル分を前に詰める。

　　　・１スロット内の全チャンネルに入電がない場合は、そのスロットについては送出を行わない。

　　　・ビット化けしたデータについては、“／”（１バイト、2Fh）に変換する。

　　　　　　　　　　　　　Fig. 7　Output data format of earthquake telegram

テスト電文（１通：１スロット（10ch）分）

(20)

１チャンネル目

電報識別

　コード

　(3)

(1)

Ｓ
Ｐ

(1)

地域

番号

(2)

地点

番号
-
(3)

(13)

Ｌ
Ｆ

巾

Ｓ
Ｐ

(1)

テスト

日時

-
　(4)

ｅ
●

一
一

最終チャンネル目（10チャンネル分ない場合がある）

電報識別

　コード

㈹
　
印
一

一

ｅ
一

Ｓ
Ｐ

巾

地域

番号

(2)

地点

番号
一
(3)

（１バイト、20h）

（1バイト、3Dh）

Ｌ
Ｆ

巾

Ｓ
Ｐ

テスト

　日時

（1）（4）

ＬＦ：

ＳＸ：

(1)

Ｓ
Ｐ

(1)

Ｓ
Ｐ

(1) (1)

テスト

分秒

-
　(5)

テスト

分秒

（1）（5）

（１バイト、OAh）

けバイト、02h）

(bｙtｅ)

Ｓ
Ｐ

(1)

エフー

コード

　(4)

Ｓ
Ｐ

田

エフー

コード

　(4)

Ｈ
Ｋ

(1)

Ｈ
Ｋ

(1)

Ｌ
Ｆ

(1)

－一

一

(1)

(bｙtｅ)

Ｅ
Ｘ

－Ｌ
Ｆ

（1）（1）

　（bｙtｅ）

　　ＨＫ：　ＤＰＣ監視情報（１バイト）　　ＥＴ：　（１バイト、03h）

条件：・入電のないチャンネルについては、そのチャンネル分は省略され、次のチャンネル分を前に詰める。

　　　・１スロット内の全チャンネルに入電がない場合は、そのスロットについては送出を行わない。

　　　・ビット化けしたデータについては、“／”（１バイト、2Fh)に変換する。　。

Fig.8　Output data format of test telegram
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訓練電文（１通：１スロット（10ch）分）

電文制御ヘッダ

　　　BCH

　　　(20)

１チャンネル目

電報識別

　コード

　(3)

Ｓ
Ｐ

田

Ｌ
Ｆ

(1)

地域

番号

(2)

エイセイケイソク　キショウ

地点

番号
-
(3)

(13)

Ｌ
Ｆ

巾

階級

震度
-
(2)

計測

震度

(2)

最終チャンネル目（10チャンネル分ない場合かおる）

電報識別

　コード

　(3)

Ｓ
Ｐ 地域

番号

巾　（2）

地点

番号

(3)

Ｌ
Ｆ

田

階級

震度

(2)

計測

震度

(2)

Ｌ
Ｆ

巾

観測

日時

(4)

Ｉ
Ｓ
　
Ｉ
Ｉ

観測

日時

　(4)

Ｓ
Ｘ

(1)

Ｌ
Ｆ

巾 (bｙtｅ)

観測

分秒

（5）（5）

観測

分秒

（5）（5）

Ｈ
Ｋ

田

Ｈ
Ｋ

田

Ｌ
Ｆ

(1)

－－

一

山

Ｅ
Ｘ

－Ｌ
Ｆ

(1)

(bｙtｅ)

（1）（1）

　（bｙtｅ）

　　SP:　　（1バイト、20h）　　　　　　　ＬＦ:　　（1バイト、OAh）

　　こ=　：　（１バイト、3Dh）　　　　　　SX:　（1バイト、０２ｈ）

　　ＨＫ：　ＤＰＣ監視情報けバイト）　　ＥＸ：　（１バイト、03h）

条件：・入電のないチャンネルについては、そのチャンネル分は省略され、次のチャンネル分を前に詰める。

　　　・１スロット内の全チャンネルに入電がない場合は、そのスロットについては送出を行わない。

　　　・ビット化けしたデータについては、“／”（１バイト、2Fh）に変換する。

　　　・地震電文と訓練電文は、処理上特に区別しないものとする。

Fig. 9　Output data format of training telegram

４。３．３　プロトコル

　本装置におけるＣ-ＡＤＥＳＳとの電文の授受は、PAD

によるＩＴＵ-Ｔ勧告X.25伝送プロトコルによって行

われる。

　１スロット、10チャンネル分の電文は、ＰＡＤのメモ

リより送出され、ワークステーションにおける、アプ

リケーション・プログラムでのソフトウェア的な電文

内容の誤り制御（着信電文内容のチェック）はもとよ

り、パケットレペルの回線制御、データリンク制御、

フロー制御、誤り制御により伝送データの信頼性とシ

ステム全体のスループットを向上させている。

おわりに

　衛星震度データ変換装置は、静止気象衛星（ひまわ

り）を利用することにより、衛星震度データを確実・

迅速に収集し伝達する手段として設置された。これは、

震度情報を国民へいち早く知らせ、注意を喚起するう

えで、非常に重要な役割を果たしているとともに、

ＣＤＡＳにおいて重要な業務の一つとなっている。

謝　　辞

　　本稿をまとめるにあたり、気象庁地震津波監視課
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よりご助言、参考資料を頂きました。また、施設管理

課及び気象衛星通信所技術係よりご助言、ご指導を頂

きました。ここに心より深く感謝の念を表わします。
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